
ユーザー

引取業者

フロン類
回収業者

解体業者

破砕業者

自動車製造業者

国交省
軽検協

自検協
全軽協

ＪＣＢ
ゆうちょ銀行

セブンイレブン
スマートピット

コンタクトセンター
（ＣＣ・ＹＣ）

指定３法人

一般社団法人
自動車再資源化

協力機構

ＴＨ
（ＡＳＲチーム）

ＡＲＴ
（ＡＳＲチーム）

アプリケーション

資金管理
サブシステム

情報管理
サブシステム

指定再資源化
サブシステム

引取窓口
サブシステム

（基本情報：業務規模）
・ 自動車ユーザー（国内保有台数約7,500万台）へサービス提供
・ 約12万の関連事業所等と連携
・ 預託金残高約8,000億円
・ 約480万台／年の新車時預託
・ 約33万件／年の引取時預託
・ 約80万台／年の中古車輸出に伴うリサイクル料金の取り戻し
・ 約395万台／年の使用済自動車発生台数
・ 約2,400万件／年の特定再資源化物品の移動報告

共通システム
（認証サーバー 他）

ＮＷ
機器

ＮＷ
機器

○オンライン画面数 　：約１,９００画面
○バッチプログラム数：約２,０００件

ソフトウェア

○基盤

・アプリケーションサーバー（Windows２００３）

・Ｗｅｂサーバー（AIX）

・バッチサーバー（ＡＩＸ）

・ＤＢサーバー（ＡＩＸ）

・ＷｅｂＡＰ（Ｗｅｂｌｏｇｉｃ）

・ＤＢ（Ｏｒaｃｌｅ、ＤＢ２）

・ジョブ制御（Ｔｉｂｏｌｉ）

・セキュリティソフト

データベース
○データ容量
・ ﾃﾞｰﾀ容量：６９２，２５１ＭＢ

情報システムの構成と稼動時間

22:00時間 23:00 24:00 1:00 2:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 21:30

オンライン画面稼動

21:30

閉局

一部バッチ処理稼動

バッチサーバー

ＤＢサーバー

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

業務系バッチ処理

3:00

開局

オンライン画面稼動

一部バッチ処理稼動

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

開局準備

閉局

２．情報システムの稼動時間

１．情報システムの構成

重複するプログラムが多く、複雑な構造になっている
（８００万行に及びプログラムであり、中規模銀行レベル）

・市販品であるため、小規模の変更が多い。

・古いバージョンを使用しているため、最新機能と比較すると見劣り

する。

・複雑なデータ構造であり、性能悪化の原因になっている。
・複雑なデータ構造であり、データ削除が難しい。

ハードウェア
○サーバーの論理台数
・サーバー ２４０台
・ディスク １６台

・障害があっても業務に影響が出ない、冗長構成としている。
・外部進入などセキュリティが高いハード構成としている。
・ハードの能力強化や最適化には時間を要する。

[添付２]
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